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⑧今、めう C26年4月号
平成 6年4月20日発行

三里豆電量J(4月1日現在)
|・人口 10，619人 (-28人)

・男子 5，006人(-17人)
・女子 5，613人 (-11人)

・世帯数 3，400戸(-7戸)

( )内前月比 / 
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地
域
の
活
性
化
と
生
活
環
境
の
充
実
整
備
に

総
額

平成6年度
当初予算

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
な
ど

増減 構成
会計別 本年度 前年度 比較 一宏「 J:~ 繰入金 繰出金

(%) (%) 

一般会計 3，864，884 3，634，409 230，475 6.3 67.1 292，874 148，710 

国 保 674，000 661， 083 12，917 2.0 11.7 50，000 (事業)

老人保健 1， 050，516 909，845 140，671 15.5 18.2 58，700 4 

簡易水道 170，793 282，810 
ム ム

3.0 70，000 
112，017 39.6 

A口、 5，760，193 5，488，147 272，046 5.0 100.0 471，574 148，714 

平
成
六
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
三
月
定
例
町
議
会
は
、
三
月
十
五
日
か
ら
二
十
三
日
ま

で
の
九
日
間
に
わ
た
っ
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
総
額
五
+
七
億
六
千
万
円
余
り
の
平
成
六
年
度
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
予

算
を
は
じ
め
、
議
会
の
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
十
九
議
案
等
を
審
議
し
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
予
算
か
ら
順
を
お
っ
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

五
パ
ー
セ
ン
ト
、
地
方
交
付
税
が

三

0
・
一二
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

全
体

の
約
六
割
を
占
め
る
主
要
な
財
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
・
県
の
支
出
金
は
、

一
五

・

一
パ
ー
セ
ン
ト
、
繰
入
金
は
、
七
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
例
年
並
み
の

構
成
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成6年度会計別予算の状況
(単位:千円)

い
て
人
件
費
、
物
件
費
の
順
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
目
的
別
に

見
ま
す
と
、
総
務
費
が
一

二

・
五

パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
多
く
、
続
い

て
土
木
費
、
民
生
費
、
農
林
水
産

業
費
、
教
育
費
の
順
と
な

っ
て
お

り
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
社
会
福
祉
面
に

お
い
て
は
、
高
齢
者

・
障
害
者
に

対
す
る
保
健
福
祉
の
推
進
、
地
域

産
業
の
育
成
に
つ
い
て
は
地
域
総

合
整
備
資
金
貸
付
金
を
計
上
し
、

又
生
活
排
水
処
理
対
策
、
簡
易
水

般

会

計

平
成
六
年
度
予
算
(
第

一
表
)

の
六
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
余
り
を
占

め
る

一
般
会
計
は
、
総
額
三
十
八

億
六
千
四
百
八
十
八
万
四
千
円
で

前
年
度
に
比
較
し
て
六
・
二
一
パ
ー

セ
ン
ト
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

第 1表

出
〕

歳

歳
出
予
算
は
、
ま
ず
性
質
別
で

は
、
普
通
建
設
事
業
費
に
二
七

・

五
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
多
く
、
続

歳

入

歳
入
予
算
は
、
町
税
が
二
六

， 
' 
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道
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、
ご
み

対
策
の
充
実
等
生
活
環
境
の
整
備

に
も
配
慮
し
た
予
算
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

は
、
消
防
施
設
等
の
生
活
関
連
施

設
の
整
備
、
圃
場
整
備
事
業
等
に

よ
る
農
業
基
盤
の
整
備
、
町
道
の

改
良
に
よ
る
交
通
網
の
整
備
、
高

速
道
関
連
の
周
辺
整
備
事
業
の
計

画
的
実
施
、
年
次
計
画
に
基
づ
く

教
育
施
設
の
整
備
等
、
明
る
く
住

み
よ
い
町
守
つ
く
り
の
実
現
を
め
ざ

し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
は
、
表
の
と
お
り
で

す。

〔一般会計の概要】

円
一
一
円

万
二
万
∞二∞
可
》
一
一

nu

-
-
-

qu
一一

Q
d

億
ニ
鰭

F
D
二
n
H
u

nノ
蜘
一
一
円
ノ
h

当初予算の推移

33 f;意7，500万円

36億 3，440万9千円

平成2年度
3年度
4年度
5年度
6年度 38億 6，488万4千円

歳入及び性質別歳出予算の状況
出資貸付金
3!意2，556万2千円

補助費等
3億3，631万2千円
(8.7%) 

その他
41意8可848万5千円

国庫支出金 (12.6%) 
11意8，275万1千円
(4.7%) 

物件費
5億4，845万3千円

目的別歳出予算の状況

.陶

農林水産業費 衛 生 費 民 生 費 総 務 費 議会費ほか

轟 録議 皐唱?五匙~ 
4億4，345万円 3億8，942万3千円 5億3，161万8千円 81)意3，475万1千円 lf;意1，220万1千円
(11.5%) (10.1%) (13.8%) (21. 5%) (2.9%) 

公 イ責 費 教 育 費 j自 防 費 土 木 費 商 工 費

逗李 態言 ー雄i袋詰 匡艶
31;意3，875万8千円 4億1，713方4千円 1億5，505万6千円 6億619万6千円 3，629万7千円
(8.8%) (10.8%) (4.0%) (15.7%) (0.9%) 

-3 



千円

18.農地費普通建設事業 22，100 

19.圃場整備対策事業 4，000 

20 県営圃場整備事業負担金 8，120 

21.県単独土地改良事業 3，450 

22.町単独土地改良事業 10，000 

23.農村総合整備事業モデル事業 2，759 

24.土地改良総合整備事業 8，478 

25.林道改良事業 15，000 

26.森林総合整備事業 1，903 

27.観光費普通建設事業 21，459 

28 塩ケ森「ふるさとの森」管理費 230 

29.道路橋梁維持修繕費 46，850 

30.道路橋梁新設改良費 402，493 

31.緊急地方道路整備事業 53，000 

32.都市下水路費(段落簡易下水道工事 13，100

33.がけ崩れ防災対策事業 9，000 

34.消防設備整備事業(消防ポンプ積載車2台). 4，326 

35.消防施設整備事業(防火水槽2基-蔵置所2棟 14，254

36.小学校施設整備事業 3，131 

37.東谷小学校校舎改築事業 81，515 

38.中学校施設整備事業 960 

(投資的経費の状況)

千円

平成 6年度主な事業
卜一一一一一一一一
普通建設事業費

(1) 補助事業費

1 .直営林整備事業 3，279 

2.老人デイサービス事業(リフトバス購入 7，200

3.環境衛生費(合併処理浄化槽設置整備事業補助金 10，141

4.下水処理計画費(下水道整備計画設計委託) 12，000 

5 農村総合整備モデル事業 50，350 

6 土地改良総合整備事業 59，994 

5，156 

4，310 

4，554 

1，487 

3.810 

360 

69.251 

600 

8，700 

150 

480 

2.000 

4.437 

14，360 

2，0001災害復旧費

15，7101(1) 単独事業費

1，500 1 1.公共土木施設

1，161 1 2 .農林水産施設

48.900 

(2) 単独事業費

1 .一般管理費

2 直営林整備事業

3.交通安全施設整備事業(カーブミラー30基)

4.防犯対策費(防犯灯設置事業)

5.コミュニティ施設整備事業

6.緊急対策事業費

7.有線放送電話費(支障移転工事等)

8.電子計算費(パソコン連結工事)

9.保育所費(園舎西側倉庫改良工事)

10.健康センター設備整備

11.環境衛生費(合併処理浄化槽設置整備事業補助金)

12.清掃セ ンター施設整備

13.清掃センター設備整備

14.下水道処理計画賛(下水道基本計画設計委託)

15.農業総務費

16.農業振興費

17.農地費高速道周辺整備対策事業費

特

別

会

計

国

民

健

康

保

険

特

別

会

計

主
と
し
て
自
営
業
の
人
な
ど
が

加
入
し
て
い
る
国
保
会
計
は
、
第

一
表
の
と
お
り
、
総
額
六
億
七
千

四
百
万
円
で
昨
年
よ
り
二

・
O
パ

ー
セ
ン
ト
の
増
額
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
被
保
険
者
数

の
減
少
率
鈍
化
や
一
人
当
た
り
医

療
費
の
伸
び
に
伴
う
医
療
給
付
費

負
担
金
の
見
込
み
増
と
老
人
保
健

医
療
費
拠
出
金
の
増
加
に
よ
る
も

の
で
す
。

老
人
保
健
特
別
会
計

4 

七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
加

入
し
て
い
る
こ
の
会
計
は
、
総
額

一
O
億
五
千
五
十
一
万
六
千
円
で

昨
年
よ
り
一
億
四
千
六
十
七
万
一

千
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
人
口
の
高
齢
化
に
伴
う
医

療
給
付
費
負
担
金
の
見
込
み
増
に

よ
る
も
の
で
す
。

簡
易
水
道
特
別
会
計

町
内
の
飲
料
水
の
大
部
分
を
供

給
し
て
い
る
簡
易
水
道
会
計
の
予

算
は
、
総
額
一
億
七
千
七
十
九
万

三
千
円
で
昨
年
よ
り

一
億

一
千
二

百
一
万
七
千
円
の
減
額
予
算
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
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般

議

案

O
議
会
の
議
員
の
報
酬
等
に
関
す

る
条
例
・
特
別
職
の
職
員
の
給

与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
・

教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間

に
関
す
る
条
例
・
非
常
勤
職
員

の
報
酬
手
当
及
、
び
費
用
弁
償
条

例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

O
職
員
の
休
日
、
休
暇
並
び
に
勤

務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
・
職

員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

O
川
内
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

O
川
内
町
中
小
企
業
金
融
制
度
資

金
利
子
補
給
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

O
町
道
の
路
線
認
定
及
び
廃
止
に

つ
い
て

〈
報
告
〉

O
決
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
報

告
O
保
健
福
祉
常
任
委
員
会
審
査
報

生
口

O
高
速
道
路
等
対
策
特
別
委
員
会

報
告
(
中
間
)

O
工
場
等
誘
説
特
別
委
員
会
審
査 -. 

報
告
(
中
間
)

O
下
水
道
整
備
等
促
進
特
別
委
員

会
審
査
報
告
(
中
間
)

O
地
域
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会

審
査
報
告
(
中
間
)

〈
陳
情
〉

O
町
道
新
設
に
つ
い
て
の
陳
情

。
辰
之
口
水
路
の
改
善
対
策
に
つ

い
て

〈
議
員
発
議
〉

O
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
制
定
に

関
す
る
意
見
書

補

正

予

算

平
成
五
年
度

教
育
施
設
整
備
基
金
積
立
金
な

ど
総
額
二
億
七
千
三
百
三
十
四
万

八
千
円
の
補
正
と
な
り
ま
し
た
o

o
一
般
会
計

補
正
総
額
二
七
一
、
八
六
二
千
円

累
計
総
額
五、

O
五
三
、
一
七
二
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

添
谷
農
道
改
良
工
事
費

二
九
、
七

O
O千
円

土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
費
(
則

之
内
・
和
田
丸

・
井
内
中
野
地
区

圃
場
整
備
工
事
費
)

一
八
、
七
五
三
千
円

財
政
調
整
基
金
積
立
金

一
一
一
七
、

O
七

O
千
円

教
育
施
設
整
備
基
金
積
立
金

三
七
、

0
0
0千
円

。
簡
易
水
道
特
別
会
計

施
設
管
理
費
修
繕
料
等
で
補
正

総

額

一

、

四

八

六

千

円

三
月
以
降
、
皆
様
に
お
届
け
す

る
主
食
米
の
供
給
量
は
輸
入
米
を

含
め
れ
ば
、
十
分
に
確
保
で
き
て

い
ま
す
。
国
産
米
と
輸
入
米
の
バ

ラ
ン
ス
の
あ
る
消
費
を
お
願
い
し

ま
す
。
お
米
は
「
生
鮮
食
品
」
で

あ
り
、
買
い
置
き
を
し
て
お
く
と

食
昧
が
低
下
し
ま
す
の
で
、
必
要

な
と
き
に
必
要
な
量
を
購
入
し
て

下
さ
い
。

①
前
年
の
供
給
量
を
上
回
る
数
量

を
確
保
し
て
い
ま
す
の
で
、
絶

対
量
の
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
二
一
月
は
、
物
流
面
の
不
慣

れ
や
安
全
性
の
検
査
な
ど
で
、

輸
入
米
の
供
給
に
遅
れ
が
生
じ

た
こ
と
か
ら
、
国
産
米
の
供
給

量
を
増
や
し
て
、
前
年
を
上
回

る
五
十
三
万
ト
ン
(
前
年
実
績

四
十
六
万
ト
ン
)
を
確
保
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
現
在
で
は
輸

入
米
の
検
査

・
配
送
や
売
却
が

順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

②
よ
り
阜
く
お
届
け
す
る
た
め
に
、

輸
入
米
の
輸
送
体
制
を
整
え
ま

し
た
。
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
い
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
を
中
心
に
、
全
国
の
す

み
ず
み
ま
で
、
よ
り
早
く
配
送

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
配
送
量

の
増
大
に
と
も
な
う
緊
急
措
置

と
し
て
、
輸
送

・
倉
庫
業
関
係

者
の
協
力
に
よ
り
夜
間
・
休
日

の
輸
送
も
行
っ
て
い
ま
す
。

"ユ， ;.-

③
安
定
供
給
の
た
め
に
は
、
国
産

米
と
輸
入
米
の
"
フ
レ
ン
ド
が
、
必

要
に
な
り
ま
す
。

国
産
米
に
需
要
が
集
中
し
、
不

.. 
公
平
が
生
ビ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
国
産
米
と
輸
入
米
と
の

ブ
レ
ン
ド
米
を
主
体
に
、
詰
合

せ
販
売
や
輸
入
米
の
単
品
販
売

な
ど
で
供
給
さ
れ
ま
す
。

④
売
り
お
し
み
や
高
価
格
で
の
販

売
な
ど
が
な
い
よ
う
に
、
チ
ェ

ッ
ク
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

食
糧
事
務
所
と
都
道
府
県
に
よ

る
全
国
の
販
売
関
係
者
へ
の
特

別
巡
回
指
導
を
強
化
し
て
、
お

米
が
円
滑
に
皆
様
の
お
手
元
に

お
届
け
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
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六
年
度

幼

・
小

・
中
学
校
教
職
員

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

O
川
内
中
学
校

教教校

諭頭長

クインインイシクタ'クククイシタ，ク'l タ'クイン。クククん
ヅ

養
護
教
諭

皆

川

伊

藤
門

田

高
須
賀

二

神

八

束

高
須
賀

岡

田

和

田
日

野

若

田

高
須
賀

中

村
田

井

大

戸

藤

田

市
日山近藤宮怒十小

，
氷
河
e可渡

峯悦

和崎上岡藤口

宏佐裕香恭斉ゆ陵恵義直二公兼郁益聖 祐則恵
知 か 美
子子美織子睦り二三 一 樹郎子康子業美浩宏仁子子子弘雄紀

法合

-. 

専

門

員

養
護
助
教
諭

校

務

員

O
川
上
小
学
校

教教校

諭頭長

クインイシ。ククククククイン。。。ククク。ク

(
敬
称
略
)

亀今水竹

田

菅

野
近

藤

野

口

近

藤
相

原

作

出

欠

木

一〆

，hu
H
a

石

原

稲

葉
和

田

渡
立
口

野

口

高
須
賀

束

村
大

西

森

川

曽
我
部

渡
立
口

葛

原
日

浅

大

戸
高

橋
石

川 田川田

逸京秀出

以

二

J

L
C瓦
的

4
4
S

胤

子
重

利

桂

子
キ
サ
子

冨
美
子

久

子
洋

子

澄

江

真
知
子

祐
美
子川一子

釆

乃

宣

百

メ
グ
ミ

恵

子
ゆ
か
り

叶

即

羊

大

勇

次

裕

美
好

子

宜
早

京

ω

由

美
正

人

教

諭ク

男子樹

養
護
教
諭

主

任

栄
養
職
員

講

師

校

務

員

O
東
谷
小
学
校

教教校

諭頭長

ク// タ，

養
護
教
諭

主

事

校

務

員

O
西
谷
小
学
校

校

長

教

頭

教

諭クろ，。
養
護
教
諭

重

松
山

内

井

原

前

崎

中

田

豊

田

菅

野
高
須
賀

山

下

佐村大東池大和渡松竹桑谷二和渡門青本田竹

建久千康さな尚雅尚
美 ゅな
子枝里二りえ哉博 子

田野田部木内原

泰成佳孝裕由聡丈元利

伯上野尾神田部田井田中内

嘉

重

円

日

戸

い

手

↑

北

小

n
H

司
叶
勺

士

ハ

日

間

栄

子
一

美

加
代
子

音

十

回石川博子

典

主

査

校

務

員

O
川
上
幼
稚
園

園

長

主
任
教
諭

教

諭

O
東
谷
幼
稚
園

茂子美子晴子男緑男美彦

園

長

主
任
教
諭

教

諭

事
務
係
長

O
西
谷
幼
稚
園

育
休ム
代 7

員
教
白諭片井桑竹

園

長

主
任
教
諭

教

諭 。

日

浅

雅

文

長

曽

我

部

繁

子

浅松福菅仙杉岡吉桑

野下回野波

律

子
み
ほ
子

保

恵
恵

子

幸

子

原本良原

佳

彦
ノ
ブ
子

由
美
子

キ
シ
子

山上原内

喜

重
恵

子

玲

子
み
よ
り

石

真
由
美

役
場
職
員
配
置

O
町

長

O
助

役

O
収
入
役

本

庁

四
月

日
付

東渡森

音日

元房

マ

総

務

課

課

長

田

中

課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
菅

野

睦

志

庶

務

係

(

兼

)

渡

部

通

生

林

和

子

菅

野

矩

男

財

政

係

長

野

口

泰

治

財

政

係

近

藤

秀

之

企

画

主

幹

渡

部

昭

義

企

画

主

幹

補

桑

原

重

寛

企

画

係

近

藤

照

雄

広
報
係
長
(
兼
)
渡
部
昭
義

広

報

係

近

藤

昭

弘高
須
賀
広
一

野

中

祝

子

東
温
消
防
(
派
遣
)宇
和
川
直
人

6一

信
敦

マ

税

務

課

課

長

徴
収
係
長

税
務
係
長

税

務

係

二育相田近菅
宮野原井藤野

美 f中秀淳勝
香 一 利一之貢

義

マ

福

祉

課

課

長

篠

原

課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長
武
智
洋
一

渡

部

清

美

水

田

実

高
須
賀
明
美

高
須
賀
哲
雄

龍
純

夫績

百
回
止
五
小

L
7小
a

i

d
作

l

ム
ゲ

ん
ヅ

保
険
係
長
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保

険

係

圃
場
整
備
係
長

圃
場
整
備
係

換
地
係
長

換

地

係

マ

建

設

課

課

長

課
長
補
佐

建
設
係
長

高菅八
木野木

-a 
越森名池河松徳
智 越川端本野

i京美利 徳美仁
子穂江史明香美

啓 善栄
二 隆徹伸治

貞
信
心
三
仁
志

梅
崎
越
智
東近
藤

地
域
改
善
対
策
係
長大
内
菅
野
高
須
松
本

4・. 

建

設

係

ム
ゲイシ

建
築
係
長

登
記
係
長

登

記

係

マ

水

道

課

課

長

課
長
補
佐

水
道
係
長

水

道

係

マ
国
土
調
査
課

課

長

国
土
調
査
係
長

国
土
調
査
係

。

ママ
セセ健出出出

ンン康納喧納ク
タタセ 主

I Iン員係室
長長タ 長
補 |
佐
佐大八
伯西木

主

事

補

初克泰博
美敏司之

則政信
一均博幸

乃渋菅波大松
万谷野部里子末

尚光俊
尚 学 人長茂彦

桑近橋森篠永
原藤本松森田

修和 隆俊栄
治明武子明新

岡林
田

和宏
美保

裕
子裕

O
出
先
機
関

マ
保
健
セ
ン
タ
ー

所

長

(

兼

)

八

木

修

所

長

補

佐

(

兼

)

大

西

裕

主

事

補

(

兼

)

佐

伯

裕

子

保

健

婦

永

野

洋

子武
智
富
士
子

相

原

律

代

河
端
千
津
子

栄

養

士

マ
清
掃
セ
ン
タ
ー

所
長
補
佐

主

事

技

能

員

マ

保

育

園

園

長
保

母イシクイシ。
用調

務理ク

員員

O
行
政
委
員
会
等

伊藤池
藤田川

正良秀
直記敏

↓
月
籍
係
長

戸

籍

係

福
祉
主
事

マ

産

業

課

課

長

高

須

賀

敦

首

課

長

補

佐

桑

原

常

夫

課

長

補

佐

戒

能

重

昭

産

業

振

興

係

長

坂

本

憲

俊

産

業

振

興

係

渡

部

祐

二

佐

伯

美

帆

商
工
観
光
係
長
(
兼
)
戒

能

重

昭

商

工

観

光

係

高

須

義

春

農
林
土
木
第
一
係
長緒

方

光

男

農
林
土
木
第
一
係
黒

川

博

幸

農
林
土
木
第
二
係
長
(
兼
)

桑

原

常

夫

農
林
土
木
第
二
係
上
岡
佐
伯
武
智
白
戸

渡
立
口

高
須
賀
澄
子

渡

部

恒

福
田
恵
伊
子

高

本

泉

橘

美

歩

子

{子
主
同
官
国
主
同
苗
。

門

田

千

秋

黒
河
美
奈
子

近

藤

文

子

渡

部

峰

子

マ
議
会
事
務
局

事

務

局

長

杉

原

牧

書

記

羽

藤

由

美

子

マ
教
育
委
員
会
事
務
局

教

育

長

楼

田

喜

志

男

学

事

課

長

田

中

道

徳

修

近大
藤石

球
美
大
作

課
長
補
佐

学

事

係

英
語
指
導
助
手

ク
ラ
ウ
ス

・

デ
ィ

l
タ

l
・
オ
ル
ト

社

会

教

育

課

長

小

倉

章

宏

社
会
教
育
係
長
兼
文
化
係
長
兼

社
会
体
育
係
長
大
石

秀
輝

社

会

教

育

係

今

井

宮

江

大

窪

篤

紀

桑

原

和

宏

社
会
教
育
指
導
員
(
非
常
勤
)

山

崎

孝

志

マ
補
導
セ
ン
タ
ー

所

長

(

兼

)

楼

田

喜

志

男

事
務
局
長
(
兼
)
小
倉
章
宏

社
会
教
育
指
導
員
(
非
常
勤
)

内

田

勝

尉

マ
給
食
セ
ン
タ
ー

所

長

福

積

良

樹

係

長

三

津

山

光

生

調
理
員
(
主
任
)
渡
部
妙
子

ク
(
副
主
任

)

杉

原

智
子

大

西

幸

子

田
中
ゆ
い
子

松

下

琴

美

桐

山

松

美

ク
(
再
任
用
)
篠
森
サ
ツ
子

マ
監
査
委
員

書

記

(

兼

)

杉

原

マ
選
挙
管
理
委
員
会

書
記
長
(
兼
)
田
中

書

記

(

兼

)

菅

野

睦信
志敦

選
挙
係
長

マ
農
業
委
員
会

事

務

局

長

藤

原

弘

主

査

菅

美

野

里

マ
中
央
公
民
館
長
(
兼
)
楼
田
喜
志
男

マ
体
育
セ
ン
タ
ー
所
長
(
兼
)

楼
回
喜
志
男

マ
町
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

(

非

常

勤

)高
須
賀
益
美

事
務
局
長
(
嘱
託
)三

河

吉

明

局
長
補
佐
(
兼
務
)越

智

涼

子

宇
和
川
千
代
香

丹

豊

子

土

井

敬

子

高
瀬
な
み
江

丸
山
貴
代
美

」
之

wハド

洞
化
立
口

通
生

ヘ
ル
パ
ー

ク'l クク

O 
人

事

牧

マ
退
職
さ
一
月
三
十
一
日
付
)

国

土

調

査

課

長

高

市

高

志

川
内
保
育
園
園
長
野

首

恒

明

福

祉

課

福

井

鈴

子

川

上

幼

稚

園

森

岡

厚

子

マ
新
採
用
(
四
月

一
日
付
)

建

設

課

越

智

泰

司

国

土

調

査

課

桑

原

修

治

教

育

委

員

会

桑

原

和

宏

川

上

幼

稚

園

浅

野

幸

子
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~二~力メ5
1櫨感~ レポ'-f-

農業で頑張つでます!(3)

v収穫したばかりの有機無農薬野菜を仕分
けしています。(和田丸有機グループ)

家
族
み
ん
な
で
ブ
口
ッ
コ
リ
ー

収
穫
(
三
軒
屋
)

4

司

渡
部
宏
治
さ
ん

一
家

. . 

，..3/20 商工会が中心となって、 川内町の特産品の即
売会が開催されました。この日は、もちまきもあ

り、大勢の人でにぎわいました。

，..3/28 ボランティアリーダ-60名余りが参
加しての研修会カf福祉館で開催されまし

た。講師にヘロン久保田さんを招いての

講演は、これからのボランティア時代に

ふさわしい研修会でした。

ボラシ予'1700階研修会

.. 3/25 中央公民館大ホールにおいて地下空

間利用検討委員会が開催されました。地

下空間の利用の具体的説明がなされ、傍

聴に訪れた町民の皆さんも最後まで興昧

深く聞き入っていました。
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e . . 

わが家①愛ド/ι
満 1j授を迎えられる赤ちゃんの

写真とコメントを募集します。

コメン卜には名前・住所・生年月日・

両親の名前・赤ちゃんを紹介する

簡単な言葉をそえて誕生日の前月末

までに役場広報係まで‘送って下さい。
忌 . . 

満1歳です/
な心タ 斉
つのツ 近院
で優く ノ
ネしん 次苗木
/い/父男脚)
人大 ・(
にき望官辰1
く J日円

事母干栄工
ぜ久一く
し美Eん
て子三E

保
八免

木
菜
瑠
実
ち
ゃ
ん

長
女
(
四
月
二
十
七
日
生
)

父
・慎

也

母

・美
穂

貴
雅
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
よ
く
遊
ん
で

下
さ
い
。

企 4/8I11上小学校入学式
1人ずつ校長先生
と握手グ
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4
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川
内
中
学
校
入
学
式

-9-



社
会
福
祉

ー
平
成
六
年
度
予
算
成
立
|

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
が
三

月
二
十
四
日
に
、
評
議
員
会
が
二

十
五
日
に
開
催
さ
れ
、
平
成
六
年

度
予
算
等
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
関
係
予
算
は
次
の
と

お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会

一
般
会
計

四
千
百
万
円

ま
ご
こ
ろ
銀
行
特
別
会
計

四
百
八
十
五
万
円

共
同
募
金
特
別
会
計
四
百
四
十
万
円

ま
た
新
役
員
に

顧

問

(

土

砂

)

森

房

義

評
議
員
(
則
之
内
東
)
近

藤

武

由

。
(
竹
の
鼻
)
相
原
俊
雄

監

事

(

森

)

熊

田

慶

一

の
諸
氏
が
選
任
せ
ら
れ
ま
し
た
。

職
員
の
交
替

事
務
局
長

新
(
土
谷
)
三
河

吉

明

旧

二

ヶ

谷

)

仙

波

照

夫

(
任
用
満
了
)

. 
.‘ 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

l

新
(
上
古
市
)
丸
山
貴
代
美

旧
(
徳
吉
)
高
須
賀
明
美

(
福
祉
課
へ
)

告 4WE
-ーーーづ
速.-司く
道り

i花F
をプ

f塾

川
内
町
桜
花
塾

(
塾
頭
高
須
賀

良
之
)
で
は
、
ま
ち
守
つ
く
り
の

一

環
と
し
て
毎
年
町
内
へ
の
桜
の
植

樹
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
は
先
月
の
三
月
二
十
七
日
間

に
、
今
年
の
秋
開
通
予
定
の
四
国

縦
貫
自
動
車
道
の
中
に
あ
る
松
瀬

川
の
桜
三
里
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

予
定
地
(
供
用
開
始
は
松
山
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
設
後
)
の
傾
斜

地
へ
二
十
四
本
の
「
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
」
を
植
樹
し
ま
し
た
。

十
ゴ
一
名
の
塾
生
が
、
思
い
思
い

の
作
業
着
と
ス
コ
ッ
プ
・
く
わ
な

ど
を
持
ち
込
ん
で
、
穴
掘
り
開
始
。

山
を
切
り
崩
し
た
斜
面
の
た
め
、

， 

‘ 

大
き
な
石
こ
ろ
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
出

て
き
て
作
業
は
難
航
し
ま
し
た
が
、

約
二
時
間
後
す
べ
て
の
植
樹
を
終

わ
り
、
一
同
記
念
撮
影
と
相
成
り

ま
し
た
。

道
路
が
開
通
し
、
桜
が
大
き
く

な
っ
た
ら
き
っ
と
川
内
町
の
桜
三

里
が
復
活
す
る
こ
と
を
願
い
た
い

も
の
で
す
。

畳
か
ら
は
、
塩
ケ
森
ふ
る
さ
と

公
園
に
場
所
を
移
し
て
、
公
園
内

に
「
サ
ク
ラ
ソ
ウ
」
を
三
百
株
植

え
た
青
年
学
級
の
若
者
達
と
『
桜
』

を
ご
縁
に
交
流
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

行
い
ま
し
た
。

憲
法
週
間
を
迎
え
て

五
月
三
日
は
、
憲
法
記
念
日
で

す
。
全
国
の
裁
判
所
で
は
、
毎
年

憲
法
記
念
日
を
中
心
と
す
る
五
月

一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
を

憲
法
週
間
と
し
、
法
務
省
や
日
本

弁
護
士
連
合
会
の
協
力
を
得
て
、

無
料
法
律
相
談
な
ど
の
各
種
行
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

近
代
国
家
の
憲
法
は
、
い
ず
れ

も
、
個
人
の
尊
厳
の
確
保
、
個
人

の
自
由
と
平
等
の
保
障
を
目
標
と

し
て
お
り
、
日
本
国
憲
法
も
、
国

民
の
基
本
的
人
権
を
広
く
保
障
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
個
人
の
権

利
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
自
分
の
権
利
と
同
時
に
他

人
の
権
利
も
保
障
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
両
者
の
共
存

が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
人

権
を
擁
護
す
る
た
め
、
権
力
の
行

使
は
法
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
原
理
を
「
法
の
支
配
」
と
い

い
、
こ
れ
も
日
本
国
憲
法
の
重
要

な
原
理
の

一
つ
で
す
。

裁
判
所
は
、
憲
法
の
番
人
と
し

ハ
u
t
E
A
 

て
、
憲
法
に
従
っ
た
公
平
な
裁
判

を
す
る
こ
と
で
、
国
民
の
基
本
的

人
権
を
守
り
、
正
義
を
実
現
し
、

法
の
支
配
を
維
持
す
る
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。

以
上
の
こ
と
を
よ
く
理
解
さ
れ
、

我
が
国
を
名
実
と
も
に
、
一
層
基

本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
法
の
支

配
の
行
き
届
い
た
国
に
し
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
ど
も
の
人
権

一一
O
番

目
時
五
月
九
日

(
月
)

午
後
三
時
1
午
後
六
時

場

所

松

山

市

一
番
町
四
丁
目

一
ノ
五
一
誠
ピ
ル
五

階
愛
媛
弁
護
士
会

車
通
電
話
三
二
|
一
一二

三

O

相

談

料

無

料

主

催

愛

媛

弁

護

士

会

相
談
内
容
体
罰
、
い
じ
め
、

登
校
拒
否
、
障
害
と
教
育
、

学
校
事
故
、
校
則
、
退
学
処

分
、
停
学
、
謹
慎
、
家
庭
内

暴
力
、
少
年
事
件
等
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一
学
校
教
職
員
の
異
動

着任された先生方しく新

離
任
の
先
生
方

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

O
転

出

川
上
小
学
校

教

頭

近

藤

駿

一

(
面
河
第
一
小
学
校
ヘ
)

諭

菊

池

洋

子

(
北
吉
井
小
学
校
へ
)

福

山

マ

リ

子

(
南
吉
井
小
学
校
ヘ
)

芝

毅

(
北
吉
井
小
学
校
へ
)

渡

部

加

代

子

(
西
谷
小
学
校
へ
)

元

山

置

美

(
中
島
南
小
学
校
ヘ
)

河

合

佐

知

子

(
川
内
中
学
校
ヘ
)

O

退

職

川
内
中
学
校

校

長

孝文孝士事支孝文教華文
東
谷
小
学
校

教

頭

神

口
付
日
H
川

山

一面則諭諭諭諭

~ 話事

JII 白

志野
信胤
三子

孝文
西
谷
小
学
校

教

頭

華文

也

主
川
内
中
学
校

教

諭
諭

高

田

礼

子

(
石
井
小
学
校
へ
)

三ム
日日目

井

門

正

善

(
上
林
小
学
校
ヘ
)

別

宮

伸

治

(
東
予
東
中
学
校
ヘ
)

萩

山

幸

子

(
津
和
地
小
学
校
へ
)

事

山

崎

朋

子

(
港
南
中
学
校
ヘ
)

着
任
の
先
生
方

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

川 O
教上転

頭学
校入

教教教

菅

野

胤

子

(
東
谷
小
学
校
よ
り
)

諭

相

原

冨

美

子

(
北
吉
井
小
学
校
よ
り
)

諭

和

田

真

知

子

(
南
吉
井
小
学
校
よ
り
)

諭

曽

我

部

節

美

(
上
林
小
学
校
よ
り
)

西
谷
小
学
校

教

頭

田

中

和

紀

(
味
生
第
二
小
学
校
よ
り
)

諭

渡

部

加

代

子

(
川
上
小
学
校
よ
り
)

日

浅

雅

文

(
天
谷
小
学
校
よ
り
)

東
小
八
口
小
学
校

教

頭

事文

諭

日

浅

好

子

(
中
島
東
小
学
校
よ
り
)

諭

井

原

尚

哉

(
新
採
)

作
品
力
?
え

(
新
採
)

教教

ラ万〉、

ARtl 

前

由奇

教

竹

内

成

美

(
浮
穴
小
学
校
よ
り
)

東

聡

子

(
浮
穴
小
学
校
よ
り
)

王子A、
日目リ

教主

'* J3-

川
内
中
学
校

校

長

教

じ

昌

川

川

村

九

日

I
U

J

j

)

l

i

 

(
県
教
委
よ
り
)

諭

怒

和

香

織

(
南
第
二
中
学
校
よ
り
)

諭

藤

岡

ゆ

か

り

(
南
中
学
校
よ
り
)

河

合

佐

知

子

(
川
上
小
学
校
よ
り
)

1
1ム
1
i
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支
部
活
動
を
終
え
て

「
早
春
三
月
」

末
っ
子
の
高
校
進
学
が
決
ま
り

宇
品

1
v
h
~

。

義
務
教
育
の
中
で
の

P
T
A
活

動
も
、
こ
の
末
っ
子
と
一
緒
に
卒

業
で
す
。
少
々
寂
し
い
:
:
:
気
持

も
束
の
間
、
支
部
長
と
し
て
の
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

色
々
と
不
安
な
気
持
は
あ
り
ま

し
た
が
、
役
員
さ
ん
や
会
員
の
皆

さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
、
支
部
長
と

し
て
の
任
務
も
今
、
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

一
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
支
部
活
動
の
行
事
に
よ
っ
て

老
人
ク
ラ
ブ
の
方
、
公
民
館
関
係

の
方
、

P
T
A
の
皆
様
方
と
ご
一

緒
さ
せ
て
項
き
ま
し
た
。
そ
の
婦

人
会
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
輪
、

人
と
人
と
の
温
か
い
触
れ
合
い
、

知
ら
な
か
っ
た
方
々
と
の
地
域
で

. 
‘ 

の
出
会
い
を
さ
せ
て
項
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

町
単
位
の
婦
人
会
活
動
に
お
い

て
は
、
本
部
役
員
さ
ん
、
各
支
部

長
さ
ん
、
町
行
政
の
方
、
は
ち
き

れ
そ
う
な

V
Y
S
の
方
々
と
も
ご

一
緒
さ
せ
て
項
き
ま
し
た
。
研
修

ば
か
り
で
な
く
友
達
も
沢
山
で
き

土
品

1
v
h
~
。

町
外
で
は
、
婦
人
教
育
研
究
大

会
や
、
各
部
門
研
修
大
会
に
も
出

席
さ
せ
て
頂
い
て
、
地
域
婦
人
会

が
な
ぜ
必
要
な
の
か
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
ん
に
ち

今
日
の
よ
う
に
急
速
に
進
む
、

こ
の
高
齢
化
社
会
の
中
で
は
、
家

族
の
在
り
方
や
、
地
域
に
根
ざ
し

た
青
少
年
の
健
全
育
成
及
び
福
祉

問
題
を
真
剣
に
考
え
て
好
ま
し
い

実
践
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
、
婦
人
会
活

動
が
如
何
に
必
要
で
あ
る
か
を
、

一
年
間
を
通
し
て
学
習
さ
せ
て
項

き
ま
し
た
。

ま
た
、
十
二
月
十
五
日
、
歳
末

助
け
合
い
施
設
訪
問
に
行
か
せ
て

項
き
ま
し
た
。
役
場
の
お
方
や
民

生
委
員
さ
ん
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
達
と
婦
人
会
で
二
班
に
分
か

れ
て
慰
問
に
出
発
し
ま
し
た
。
私

の
班
は
、
川
内
町
よ
り
松
山
管
内

の
施
設
に
入
所
さ
れ
て
お
ら
れ
る

八
か
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

「
こ
の
タ
オ
ル
は
、
婦
人
会
員
の

方
が

一
枚
、
ず
つ
持
ち
寄
っ
た
も

の
で
す
。
ど
う
ぞ
使
っ
て
下
さ

い
o
」

と
言
っ
て
、
個
人
用
と
施
設
用
に

包
装
し
て
お
渡
し
致
し
ま
し
た
。

ど
な
た
も
、
ど
の
施
設
の
方
も

大
変
喜
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
古
里
川
内
に
想
い
を
寄
せ

ら
れ
る
ご
老
人
の
涙
に
出
会
っ
た

時
や
、
私
達
に
深
々
と

一
札
さ
れ

る
お
姿
に
接
し
た
時
は
、
胸
が
熱

く
な
り
感
慨
無
量
で
し
た
。

ま
た
、
ご
夫
婦
で
あ
り
な
が
ら

も
、
別
々
の
施
設
で
生
活
な
さ
っ

て
お
ら
れ
る
方
も
あ
り
ま
し
た
。

と
て
も
お
気
の
毒
で
涙
を
さ
そ
わ

れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
事
の
な
い
様
、

一
日
も
早
く
ご
夫
婦
が
ご
一
緒
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施
設
が
川
内

に
建
設
さ
れ
ま
す
事
を
願
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

婦
人
会
員
の
一
人
と
し
て
、
歳

末
助
け
合
い
募
金
や
、
愛
の
一
声

訪
問
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

意
味
を
、
こ
の
度
の
訪
問
で
真
に

知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
機

会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
事
に
感
謝

致
し
ま
す
。

今
後
も
、
日
々
の
生
活
の
中
で

学
ぶ
心
を
基
本
と
し
、
婦
人
会
員

と
し
て
、
積
極
的
に
努
力
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
年
間
、
本
部
の
皆
様
、
支
部

の
皆
様
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

桜
学
級
生
募
集
中
グ

ム7
年
度
は
講
演
二
回
、
手
芸

二
回
、
料
理
二
回
で
学
級
生
を

募
っ
て
い
ま
す
。
受
講
ご
希
望

の
方
は
五
月
十
日
ま
で
に
中
央

公
民
館
あ
る
い
は
婦
人
会
地
区

役
員
さ
ん
へ
お
申
し
込
み
下
さ

い
。
な
お
、
第
一
回
桜
学
級
は

五
月
二
十
八
日
(
土
)
午
後
二

時
よ
り
中
央
公
民
館
で
「
外
米

の
お
い
し
い
炊
き
方
」
の
料
理

教
室
を
実
施
。

η
L
 

1
E
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川
内
地
区
河
川

遊
漁
に
つ
い
て

川
内
町
の
河
川
(
重
信
川
水

系
)
に
お
い
て
、
投
網
、
釣
等

に
よ
る
魚
の
採
捕
を
行
う
場
合

は
、
重
信
川
漁
業
協
同
組
合
の

鑑
札
が
必
要
で
す
。

一
、
入
漁
料
に
つ
い
て

-

投

網

二

、

五

O
O円

・

釣

り

て

五

O
O円

(
い
ず
れ
も
別
に
腕
章
代
百

円
を
い
た
だ
き
ま
す
。
)

一
、
入
漁
上
の
注
意

・
入
漁
の
際
に
は
、
鑑
札
腕

章
を
、
巡
視
員
の
目
に
止

ま
る
所
に
付
け
て
く
だ
さ

・
違
反
者
は
、
道
具
没
収
、

関
係
機
関
に
通
報
の
上
処

罰
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
す
。

一
、
鑑
札
腕
章
発
行
所

川
内
町
天
神
渡
部
時
計
庖

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

信
川
漁
業
協
同
組
合
監
視
員
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集会所2棟完成

h
v
一
ケ
日
〈
口
集
会
所

寸
斎
院
ノ
木
集
会
所

感
動
の
婦
人
会

総
会
の
一
幕
で

し
た
。

V
勺

Z〉

i
サ
ー
ク
ル
紹
介

男ぉ雪
肴定量
{異く雲
楽らー
部ぷ

子
供
達
が
家
を
出
て
、
老
人

世
帯
と
な
っ
た
或
る
時
、
家
事

一
切
を
任
せ
て
い
た
家
内
に
寝

込
ま
れ
て
慌
て
ま
し
た
。

男
子
厨
一
房
に
入
る
べ
か
ら
ず
、

な
ど
と
呑
気
な
こ
と
は
言
っ
て

お
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
な
っ
て

み
る
と
、
男
も
炊
事
・
洗
濯
か

ら
病
人
の
介
護
な
ど
基
本
的
な

知
識
ぐ
ら
い
は
身
に
つ
け
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
何
も
我
が
家
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
今
町
内
に
老
人

世
帯
は
多
く
、
こ
れ
か
ら
も
さ

ら
に
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。そ
こ
で
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け

て
始
ま
っ
た
の
が
男
の
料
理
教

室
で
す
。
お
金
さ
え
出
せ
ば
何

で
も
有
る
の
に
、
何
を
今
さ
ら

と
云
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

健
康
を
考
え
、
バ
ラ
ン
ス
の
あ

る
食
生
活
を
心
掛
け
る
と
共
に
、

チ
ョ
ッ
ピ
リ
と
し
た
賛
沢
、
季

節
感
と
旬
の
味
を
楽
し
み
た
い

も
の
で
す
。

ま
た
時
々
は
、
お
袋
の
味
な

ら
ぬ
、
お
父
ち
ゃ
ん
の
昧
で

一

家
団
ら
ん
と
作
る
楽
し
さ
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
、
三
十
歳
代
か
ら
七
十
歳

代
ま
で
、
む
く
つ
け
き
男
ど
も

の
料
理
教
室
が
楽
し
く
続
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

四
月
か
ら
は
第
二
土
曜
日
の

午
前
十
時
か
ら
中
央
公
民
館
で

や
っ
て
お
り
ま
す
。

グ
参
加
者
歓
迎
f
u

ヨ
υ
t

，A 

川

内

町

曲

里

和

田

義

雄

包
六
六
|
二
六
五
三
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学
生
の
み
な
さ
ん

学
生
さ
ん
が
お
ら
れ
る

ご
家
族
の
み
な
さ
ん

国
民
年
金
の
加
入

を
忘
れ
ず
に
H

日
本
に
住
む
二
十
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
人
は
必
ず
国
民
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
学
生
の
方
も
二
十

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
生
の
み
な
さ
ん

・
学
生
さ
ん

が
お
ら
れ
る
ご
家
族
の
方
、
国
民

年
金
へ
の
加
入
の
手
続
き
は
お
済

み
で
し
ょ
う
か
。

手
続
き
を
忘
れ
た
り
、
子
続
き

が
遅
れ
ま
す
と
、
年
を
と
っ
て
か

ら
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
が
少

な
く
な
る
の
は
・
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
年
金
を
受
け

と
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
交
通
事
故
や
レ
ジ
ャ
ー

中
の
事
故
な
ど
で
、
障
害
の
状
態

に
な
っ
た
場
合
の
障
害
基
礎
年
金

も
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。

誰
に
で
も
訪
れ
る
老
後
と
万
が

一
の
た
め
に
絶
対
に
必
要
な
国
民

年
金
で
す
。

学
生
の
み
な
さ
ん

・
学
生
さ
ん

が
お
ら
れ
る
ご
家
族
の
方
、
二
十

歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
住
民
登

録
を
し
て
い
る
市
町
村
役
場
で
国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。

国

保だ
よ
り

国
保

Q

&

A

 

長
年
勤
め
た
職
場
を
退
職
し
た

人
は
、
七
十
歳
に
な
り
老
人
保
健

制
度
で
医
療
を
受
け
る
よ
う
に
な

る
ま
で
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
で
は
、
妻
は
ど
う

な
る
で
し
ょ
う
か
?

次
の
三
つ
の
う
ち
正
し
い
の
は

ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

①
妻
も
退
職
者
医
療
制
度
の
対

象
と
な
る
。

②

妻

は

一
般
の
国
保
で
医
療
を

受
け
る
。

③
①
、
②
ど
ち
ら
か

一
つ
を
選

ベ
る
。

答
え

?
(
答
え
は
文
末

退
職
者
医
療
制
度

対
象
と
な
る
人

後
述
の
条
件
の
す
べ
て
に
あ
て

は
ま
る
人
(
退
職
被
保
険
者
)
と

そ
の
被
扶
養
者
。

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る。

②
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て

い
か
ゆ
い
。

③
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な

ど
の
被
用
者
年
金
の
老
齢
(
退

職
)
年
金
を
受
け
て
い
る
。
ま

た
は
、
通
算
老
齢
(
退
職
)
年

金
を
受
け
て
い
る
人
で
、
被
用

者
年
金
の
み
の
加
入
期
聞
が
二

十
年
以
上
か
四
十
歳
以
後
の
加

入
期
聞
が
十
年
以
上
で
あ
る
こ

シ」。

退
職
者
医
療
制
度
の
給
付

・
退
職
者
被
保
険
者
本
人

外
来
:
:
:
二
割
自
己
負
担

入
院
:
:
:
二
割
自
己
負
担

・
被
扶
養
者

外
来
:
:
:
三
割
自
己
負
担

入
院
:
:
:
二
割
自
己
負
担

退
職
被
保
険
者
と
な
る
日

年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
た
日

が
、
退
職
被
保
険
者
に
な
る
日
で

す
。
受
給
権
が
発
生
し
、
年
金
保

険
者
に
裁
定
(
決
定
)
請
求
を
す

る
と
、
本
人
に
年
金
証
書
が
送
ら

れ
て
き
ま
す
。
証
書
を
受
け
取
っ

た
ら
、
十
四
日
以
内
に
国
保
の
窓

口
ヘ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
(答

自
動
車
税
の
納
付
は

14-

期
限
内
に
グ

。
平
成
六
年
度
自
動
車
税
の
納
付

期
限
は
、
五
月
三
十

一
日
で
す

の
で
納
付
期
限
内
に
納
付
を
し

ま
し
ょ
う
。

な
お
、
自
動
車
税
に
つ
い
て
の

ご
相
談
は

松
山
市
北
持
田
町

二
二
二

愛
媛
県
松
山
地
方
局

直
税
第
二
課
へ

合
四
一
一
一
一
一

①
)
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ご
み
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
の
お
知
ら
せ

先
日
実
施
い
た
し
ま
し
た
ご
み

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

調
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す。O
ゴ
ミ
収
集
に
出
さ
れ
て
い
る
ゴ

ミ
の
種
類

・
生
ゴ
ミ

一
九

%

・
紙
類

一
八

%

・
ナ
イ
ロ
ン
類

二
九

%

・
有
資
源
化
ゴ
ミ

二
六

%

・

そ

の

他

八

%

。
各
家
庭
で
実
施
さ
れ
て
い
る
生

ゴ
ミ
の
処
理
状
況

・
ゴ

ミ
の
日
に

出

す

五

三

%

・
田
畑
で
処
理

二
三
一
%

.
ゴ

ミ
の

H
と
田
畑
処
理
七
%

・
そ
の
他

一
七

%

。
町
指
定
袋
に
な
る
と
ゴ
ミ
を
ど

の
よ
う
に
処
理
さ
れ
ま
す
か

-
今
ま
で
ど
お
り
ご
み
の
日
に

出

す

二

四

%

.
自
家
処
理
で
き
る
物
は
自
家

処

理

す

る

三

二
%

.
生
ゴ
ミ
の
減
量
を
す
る一
八
%

二
六

%

-
リ
サ
イ
ク
ル
等

調
査
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
、

多
く
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
ご
意
見
、
ご
要
望
を
今
後

の
コ
ミ
処
理
行
政
に
活
か
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
六
年
度

ゴ
ミ
収
集
計
画

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
平
成
六
年
度
よ
り
ゴ
ミ
の
分

別
と
減
量
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
町
指
定
袋
等
に
よ
る
ゴ
ミ
の
収

集
を
六
月
か
ら
行
い
ま
す
。
そ
の

概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

O
町
指
定
袋
の
無
償
配
布

町
指
定
袋
の
無
償
配
布
は
、
四

月
一
日
現
在
の
世
帯
人
数
(
住

民
基
本
台
帳
に
よ
る
)
に
応
じ

て
次
の
と
わ
り
配
布
し
ま
す
0

.一

人
世
帯

ゴ

ミ

袋

中

・
二
、
三
人
世
帯

ゴ

ミ

袋

大

・
四
人
世
帯

ゴ
ミ
袋

・
五
人
世
帯

四
O
枚

五
O
枚

大

六

O
枚

ゴ

ミ

袋

大

・
六
人
以
上
世
帯

ゴ

ミ

袋

大

八

O
枚

な
お
、
配
布
方
法
に
つ
き
ま
し

て
は
、
保
健
衛
生
実
践
会
を
通

じ
て
配
布
し
ま
す
。

O
町
指
定
袋
の
販
売

無
償
配
布
さ
れ
た
枚
数
で
な
お

不
足
す
る
場
合
は
、
保
健
衛
生

実
践
会
、
J
A
川
上
、
J
A
三
一

内
、
ス
ー
パ
ー
か
た
や
ま
、
ャ

マ
サ
ン
セ
ン
タ
ー
、
プ
ラ
ザ
川

内
で
購
入
し
て
ド
さ
い
。

-

大

袋

七

O
円

・

中

袋

五

O
円

・
ゴ

ミ
出
し
シ
ー
ル
六

O
円

な
わ
、
原
則
と
し
て
指
定
袋
以

外
は
収
集
し
ま
せ
ん
が
、
従
来

の
ゴ
ミ
袋
に
つ
き
ま
し
で
は
、

右
記
の
ゴ
ミ
出
し
シ

l
ル
を
貼

っ
て
出
し
て
下
さ
い
よ
平
成
六

年
度
の
み
収
集
)

O
空
カ
ン
・
ビ
ン
類
等
の
収
集

-
空
カ
ン
従
来
ど
お
り
コ
ン

テ
ナ
ー
に
入
れ
て

下
さ
い
。

従
来
ど
お
り
袋
に

入
れ
て
出
し
て
下

大
」
い
。

透
明
の
袋
に
入
れ

七
O
枚

-
ビ
ン
類

-
乾
電
池

て
出
し
て
下
さ
い
0

0
有
資
源
化
。
コ
ミ
・
粗
大
ゴ
ミ
の

収
集
・
有
資
源
化
ゴ
ミ

年
四
回
(
五
月
、
八
月
、

十

一
月
、
二
月
)
粗
大
ゴ

ミ
収
集
場
所
に
て
回
収
0

.
粗
大
ゴ
ミ

年
四
回
(
六
月
、
九
月
、

十
二
月
、
三
一
月
)
回
収
。

O
そ
の
他

-
補
助
金
制
度

ゴ
ン
ポ
ス
ト
、
水
切
り
ベ
ー

ル
(
ボ
カ
シ
用
)
の
補
助
金
、

ゴ
ミ
集
積
場
整
備
補
助
金
0

.
ゴ

ミ
集
積
場
の
散
乱
防
止

ゴ
ミ
集
積
場
の
散
乱
防
止
用

ゴ
ミ
ネ
ッ

ト
を
貸
し
出
し
て

お
り
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

F
同

υ
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5月予防接種のご案内
予防接種名 ポリオ生ワクチン投与 三種混合予防接種
卜_ .

接種目時 平成 6年 5月10日(火) 午後 2 時~3 時 平成 6年 5月17日(火) 午後 2 時~3 時

接種場所 健康センター l階集団検診控室 健康センタ -1階集団検診控室

• 4歳未満で平成 6年 1月31日までに生ま • 2歳以上4歳未満で1期 3回接種してい

対象者
れた乳幼児のうち、 2回服用していない ない幼児

者 • 1期終了後l年以上たって 2期接種して

いない 5歳 6カ月未満の幼児

-当日は、朝の体温を計ってきて下さい。 -当日は、朝の体温を計ってきて下さい。 I

注意事項
-予防接種を受けますと 1カ月聞は他の予 -予防接種を受けますと 1週間は他の予防

防接種を受けることができません。 接種を受けることができません。

-当 日の入浴はさしっかえありません。 -当日の入浴は避けて下さい。

ト一一一
持参品 -母子健康手帳、印鑑 -母子健康手帳、印鑑

間合わせ先
予防接種に関して、ご不明な点は、健康センタ一保健婦までお問い合わせ下さい。

電話 :66-2191 有線 5833

1 . ~;<，~ごみ 5月ごみ収集計画表
電話 66-4989

清掃センター有線 3130 

収集地域 収集日又は収集変更日

東谷・西谷(井内を除く)

土谷 ・滑川・天神・鳥の子・横灘団地 5月 5日(木)を 5月 9日(月)に収集
-・・a ・a ・ーーーーーーー ・ ・-----争晶晶晶晶 一 晶 晶晶晶晶 圃圃圃晶 晶晶圃圃晶 a ・a ・・・・・

井内

北方・南方
5月 3日(火)を 5月 6日(金)に収集ーーー一一一守一骨晶晶 晶晶晶晶晶晶 a ・ a ・・・・・ ・a ・・・・ ・・・・・・ ・・・

週
火 奥松瀬川

水・土
前松瀬川(鳥の子を除く)

5月4日(水)を 5月 7日(土)に収集
町筋(天神を除く)

2.ち為怠いごみ・資源ごみ

H又 集 地 域 ガフス・空ビン類 空き缶等金物類 有資源ごみ

東省・西奇(井内を除く)
5月9日(月) 5月23日(月) 5月16日(月)

天神・鳥の子・横灘団地

北方・南方・奥松瀬川 5月10日(火) 5月24日(火) 5月17日(火)

前松瀬)11(鳥の子を除く)
5月11日(水) 5月25日(水)

町筋(天神を除く) 5月18日(水)

井内・土省・滑川 5月12日(木) 5月26日(木)

く〉新聞・ダンボール・ビン・雑誌・布は資源ごみです.'0

n
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リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
ご
存
じ
で
す
か
っ
・

健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
一

回
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
と
言
っ
て
も

肩
こ
り
体
操

・
腰
痛
の
予
防

・
痴

呆
に
つ
い
て
の
わ
話
な
ど
、
ど
な

た
に
も
参
加
い
た
だ
け
る
内
容
で

す
。
健
康
談
義

・
リ
ハ
ビ
リ

Q
&

A
な
ど
楽
し
い
会
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を

5月健康センターだより

138 (お

(センター)

(センター)

(役場)

(プラザ川内)

( ] A川上)

(センター)

(海上集会所)

イシ

。
こころの健康相談

滑川健康相談

108 (対

11日体)

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
十
一
月
以
後
は
、
高
血
圧
教
室

家
庭
介
護
教
室
な
ど
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

イ〉

イン

ポリオ生ワクチーン投与(受付14:00~15:00)

リハビリ教室 (13: 30~ 12: 00) 

「高齢者(障害者)の住まいのくふう」

移動採血車献血 ( 9:30~12:00) 

(13: OO~ 14: 30) 

(15: OO~ 16: 30) 

(受付 9:30~12:00)

( 9:30~10:20) 

(10: 30~ 11: 30) 九騎)

(1 3 ・ 00~14:00) 生活改善センター)

三種混合予防接種 (受付14 : 00~15:00) センター)

もぐもぐ教室 (13: 30~ 15: 00) センター)

歯 科 検 診 1(受付 9:00~10:30) (センター)

フ y素・サホライド塗布 J(受付13:00~14 : 30) (センター)

栄養学級 (10: OO~ 13: 00) センター)

16日侭)

17日(火)

25日(水)

26日(ね

31日伏)

毎週月曜日 (センター)

(センター)

(センター)

(ガリラヤ荘)

不用犬買い上げ

健康相談・栄養柏談

母子手帳交付・妊婦健康相談

機能回復訓練事業

毎週水縫臼

く平成6年度日程〉

月日 ア マ

4/6 (水) 腰痛を軽くしよう
5/11(水) 品齢者(障害者)の住まいのくふう
6/22(水) 膝の痛みのある方へ……

7/6 (水) 遊びりてーしょん!?
8/10(水) やっぱり屑がこるというあなたへ…
9/28(水) 痴呆なんか恐くない・ .

10/5 (水) なんでもリハビリ相談(修丁目)

fi 76-7811 

まま64-0013

fi 64-1188 

告 64-2411

fi 75-0091 

合 64-2152

fi 66-2226 

中川外科・内科(松山市南梅本町)

辻井循環器科・内科(重信町田窪)

重信クリニック(重信町志津川)

西里子医院(重信町横河原)

泉内科(川内町南方)

国立療養所愛媛病院(重信町横河原)

宮内病院(松山市北梅本町)

西村内科(重信町志津川)

当番医

1 8 (日)

3日(j()

4日体)

5日付4
8日(日)

15臼(日)

228 (日)

29日(日) 告 64-2461
*時間…午後 1:30~3:30

*場所…健康センター
健康センタ - fi 66-2191 有線5833

救急、病院案内 fi 64-5632 (テレホンサービス)

(問い合わせ先)

戸
籍
の
窓

(
三
月
受
付
分
・
敬
称
略
)

大
お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

牟

i可高 世〆、で平日 曲f主
音 田

国 木 堂 丸 里
所

高 曽 渡 山 j度

須賀
我 f呆
吉日 部 内 部

護
繁 日百 修

者

J'lU 日券 1青

長 長
読売

女 男 女 男 男
中内

優 暖 f申ブじ
名前dじ、

菜 花 貴

6 6 6 6 6 
生

3 3 3 2 2 年月

23 12 10 27 21 
日

女
ご
め
い
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

勢
錦、

横 狩吉上宝 三吉 f呆北 井高 中古 則 住

ケ 車干 八内 之 之

灘場 久成 泉屋 久免 幡上 木町 久内
所

山近 犬神 =14 入秋高 片松 越 渡相 i度
氏

本藤 西谷 神 井光 岡谷 本見 i盈原部

i成ア シイ言 喜 j爾 サフ 歌 ー 主主5トキ
キ 久 ン サ土 ク名
ヨモ 虞 代政 キ子 明子 夫 オ夫 ヱ

17 83 70188 58 95 96185 81179 47 77 73190 齢年

616 616 616 616 616 616 616 死
. ，. ，. I • 

3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 312 2 
• 1.  1.  I • 

26125124123121118116114111161414127 28 

山近大神二今秋高片松越 1宰主主 相 渡
本藤西谷神井光岡谷本見 原 音日

喜久 ミ喜
和博孝岩信虞 秀満 敏 義一サ士 浩 主l
夫 雄 近政雄雄明法夫オ夫 安

【
訂
正
と
お
詫
び
】

『
広
報
か
わ
う
ち
』
三
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た

「
戸
籍
の
窓
」
死
亡
欄

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
氏
名
を
「
井
内
上

・
菅
野
春
四
郎
」
さ
ん
と
掲
載

し
て
い
ま
し
た
が

「井
内
上

・
菅
野
サ
カ
ヱ
」
さ
ん
の
間
違
い
で
し
た
の

で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

ウ
4
1
』
ム
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同
時
打
〕

直
上
る
一
歩
一
歩
の
初
音
か
な

芦

田

幸

子

花
柄
の
コ
1

ヒ
茶
碗
ス
イ
ト
ピ

!

大

下

典

子

若
草
や
山
羊
繋
が
る
る
土
手
の
杭

樋

口

史

子

若
草
に
群
が
る
牛
の
艶
め
き
ぬ

菅

野

美

岬

子
の
手
か
ら
風
船
内
エ
に
消
え
に
け

り

渡

部

栄

樹

若
草
や
牛
の
乳
房
の
ピ
ン
ク
色

大

石

美

紗

春
月
や
か
り
そ
め
の
愛
消
え
易
く

戒

能

多

喜

ふ
ら
こ
こ
に
過
去
な
つ
か
し
く
揺

ら

れ

を

リ

渡

部

東

穂

月
冴
え
て
心
清
ま
る
夜
半
か
な

宮

崎

悦

子

お
さ
ら
ひ
を
終
へ
て
の
帰
り
膿
月

渡

部

五

月

休
日
の
遅
き
朝
簡
や
花
菜
漬

菅
野
美
代
子

養
殖
の
稚
魚
の
動
き
や
水
温
む

宇
和
川
悠
起

松
葉
杖
に
托
す
歩
み
や
春
の
泥

佐

伯

芳

女

か
ぎ
ろ
へ
る
地
を
掘
り
起
し
シ

ョ

ベ

ル

カ

|

渡

部

て

る

み

若
草
や
堤
ヘ
光
る
水
の
影
池
川

日
JJMυ
一一時
U

雪
景
色
め
で
て
露
天
の
湯
に
ひ
た

り

佐

々

木

胡

舟

勇
気
出
し
席
が
ゆ
ず
れ
た
幼
稚
園

篠
森
美
登
里

胴
震
い
し
て
蹴
珂
切
る
町
奴

野

中

岳

友

. e 

雪
国
の
猿
温
泉
へ
足
の
ば
し

田
野
岡
田
州

一
芸
に
五
勺
の
酒
で
勇
気
が
出

田

中

老

峯

名
湯
を
く
ま
な
く
さ
が
す
リ
ポ
ー

タ

ー

渡

部

佐

久

良

仲
直
り
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
を
言
う
勇

気

山

本

ひ

ろ

士

山

一
袋
入
れ
て
温
泉
出
来
上
が
り

高

岡

艶

女

一
一
瞬
の
決
断
ス
力
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ

近

藤

十

歩

姉
ち
ゃ
ん
を
か
ば
い
拳
を
振
り
挙

げ

る

山

本

紫

芳

内
藤
新
宿
日
暮
れ
が
似
合
う
奴
ま

げ

高

瀬

喜

捜

亭

|
五
月
例
会
こ
案
内

|
Il
l
1
1
11

五
月
七
日
川
午
後
七
時
三
十
分
よ
り

中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

〈
題
〉
①
新
日
開

②

流

す

③

岩

む
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

蝿
谷

あヌあえと 裂腫聞がが度腹< び組てて色ガガ腐とす
ちメる表ウウけがガ E主張ガガ触次ま色きいつらららい
こヌ魚百口口たフ経 E つ悪柔つにししてるほ、入せわ£
ちメをガココ魚ヨ過あていらて¥よ芝い魚、い工るるれ同

ははし選みがをはブするいとかみ魚う工るは色ラか細て T

げてびずつも古ヨるとるいいての O ラ証 ¥にガら菌い主 CJ:'ポりぞは
落いぎみいついしとい魚えもく腹 の拠鮮変くで類京五の鮮しイまれ¥新
ちだしずて魚魚て柔うはまのだを 魚で度わすすガすー場度よンす多魚鮮ミ。、。 b
てりよしいはできらこ¥すはさ指 をすわっん 腐所をうトガ少にな
い、うくて¥すまかと 11 ¥いで ¥。落て戸で工魚 は見。を、のよ魚
死 るだっ。、、び。すくで 腹鮮。軽 選鮮ちき灰すフを L 、分 挙 一 違つの

り 口 表光そっ O なす後 工けげ椴い τ選
。硬

ZZ勇吉雪句 界つ時罪 、、逆鮮な魚の選び芸，/ 雪量 Z思量ZZ
魚
は
避
け
ぎ
し
よ
う
。

逆
に
つ
口
コ
の
な
い
魚
は
、
ヌ
メ

ヌ
メ
し
て
い
る
も
の
ほ
ど
新
鮮
で
す
。

こ
れ
ら
の
魚
は
¥
粘
液
で
表
面
を
保

護
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
¥
新
鮮

な
も
の
ほ
ど
ヌ
ル
ヌ
ル
し
て
い
る
の

で
す
。魚
の
目
も
¥
鮮
度
ガ
い
い
か
悪
い

か
を
み
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

安
で
す
。
当
然
で
す
が
¥
新
鮮

固
な
魚
は
目
ガ
澄
ん
で
い
ま
す
。

が
し
か
し
、
時
聞
が
だ
つ
に
つ

力

れ

て
濁
っ
て
き
だ
り
、
赤
黒

弾
<
血
ガ
混
じ
っ
た
り
し
て
き

の
ま
す
。
グ
目
は
口
ほ
ど
に
物

腹

を

言

う
ρ

で
す
ね
。

と

切
り
身
の
魚
は
¥
身
の
締

色
ま
り
具
合
ガ
ポ
イ
ン
ト
。
皿

の

合
い
と
島
の
区
別
ガ
は
っ
き

-
フ
り
し
て
い
る
¥
身
に
弾
力
ガ

エ

あ

り
つ
や
ガ
あ
る
魚
ガ
、
新

鮮
で
す
。
皿
が
に
じ
ん
で
い

た
り
、
汁
ガ
皿
に
た
ま
っ
て
い
る
も

の
は
、
鮮
度
ガ
落
ち
て
き
て
い
る
魚

と
判
断
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

。
色、44


